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平成２８年度　補正予算主要施策

【一般会計】
款 項 目 名称 施策名 ページ

3 民生費
2 児童福祉費

6 こども園運営費 (新規) こども園送迎バス車内置き去り防止安全装置設置事業 1
4 衛生費

1 保健衛生費
1 保健衛生総務費 (新規) がん患者アピアランスケア支援事業 2

6 農林水産業費
1 農業費

3 農業振興費 (新規) 有機農業産地づくり推進緊急対策事業 3
2 林業費

5 過疎地域等集落ネットワーク圏
形成支援事業費

(新規) 過疎地域等集落ネットワーク圏
形成支援事業（新城生活圏）

4

7 商工費
1 商工費

1 商工総務費 (新規) 食の熱中小学校推進事業 5
10 教育費

1 教育総務費
3 教育諸費 (新規) スクールバス車内置き去り防止安全装置設置事業 6



令和５年度　補正予算主要施策

(項) (目)

財
　
源

保育環境改善等事業補助金（安全対策事業）（国補助、302千円×10/10） 302千円

（ 計 ） 302千円

成
果

実
績

課
題
等

経
　
費

送迎バス車内置き去り防止安全装置設置業務委託料 302千円

事
業
全
体
の
概
要

　令和5年4月1日から（1年間の猶予期間あり）、幼児等の所在確認と送迎用バス等への安全装
置の設置が義務化されたため、こども園送迎バスに安全装置を設置します。

　[安全装置の設置］　こども園送迎バス2台
　　　　　　　　　　　　　　　150,942円×2台＝301,884円

　［国補助金］　1台当たり上限175千円

　［事業期間］　令和5年度

今
年
度
の
内
容

活
　
動

目
　
標

補
正
理
由

　送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のガイドラインに基づいた自動検知式の
安全装置を設置します。

　こども園送迎バスに安全装置を設置し、通園時の園児の安全確保と保護者の安心を確保
します。

　児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令により、バス送迎
に当たっての安全管理の徹底に係る規定が追加されたため。

第３章 安全で安心して暮らせるまちづくり 第３節 支え合うまちづくり 第１ 出産・子育て環境の充実

(款) 3.民生費 2.児童福祉費 6.こども園運営費 補正前予算額 0千円

教育総務課　子育て係 議案書 80ページ (今回補正額) 302千円

【一般会計】 事業区分 国の制度等

新規 こども園送迎バス車内置き去り防止安全装置設置事業 補正後予算額 302千円
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令和５年度　補正予算主要施策

(項) (目)

財
　
源

がん患者アピアランスケア支援事業費補助金(県補助、270千円×10/10) 270千円

（ 計 ） 270千円

成
果

実
績

課
題
等

経
　
費

アピアランスケア支援事業補助金 270千円

事
業
全
体
の
概
要

今
年
度
の
内
容

活
　
動

目
　
標

補
正
理
由

　がん治療に伴う外見変化を補完するための補整具を購入する費用の一部を助成することで、
治療に伴う心理的、経済的負担を軽減するとともに、就労等の社会参加を促進し、療養生活の
質の維持向上を図ります。

　[助成額]　下記の医療用補整具の購入に要した経費の1/2の額（上限あり）

　[見込件数]

　［事業期間］　令和5年度　～

・広報やＨＰに掲載し、事業の周知を行います
・ポスターやチラシを作成し、がん検診実施医療機関に配布します。
・主要医療機関への事業説明を行います。
　（紀北分院、橋本市民病院、紀和クリニック、那賀病院）

・相談、申請件数10件程度

　令和5年4月から県の新規事業として、アピアランスケア支援事業補助金が開始されまし
た。
　県内では紀の川市、橋本市、湯浅町が実施しており、本町においても早急に実施する必
要があるため。

第３章 安全で安心して暮らせるまちづくり 第１節 健康に暮らせるまちづくり 第１ 地域医療の充実

(款) 4.衛生費 1.保健衛生費
1.保健衛生総務
費

補正前予算 0千円

健康推進課　衛生係 議案書 81ページ （増　減） 270千円

【一般会計】 事業区分 県の制度等

新規 がん患者アピアランスケア支援事業 補正後予算 270千円

種類 補助上限（1件） 件数 見込金額

ウィッグ 20,000円 3件 60,000円

乳房補正下着 10,000円 3件 30,000円

人工乳房、人工乳頭（片側） 20,000円 3件 60,000円

人工乳房、人工乳頭（両側） 40,000円 3件 120,000円
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令和５年度　補正予算主要施策

(項) (目)

財
　
源

有機農業産地づくり推進緊急対策事業交付金（県補助、2,187千円×10/10） 2,187千円

（ 計 ） 2,187千円

成
果

実
績

課
題
等

経
　
費

有機農業実施計画策定検討会委員報償費 46千円

有機農業実施計画策定業務委託料 2,141千円

事
業
全
体
の
概
要

　持続可能な食糧システムを構築するために、生産力の向上と持続性の両立を実現する国の戦
略「みどりの食料システム戦略」に基づき、有機農業の推進を図るため、実施計画を策定し、試
行的取組を行います。
　将来的な需要が見込める有機農業を推進することで、町の農業振興に寄与します。
　なお、事業実施にあたっては、本町の有機栽培実践グループを中心に取り組みます。

　［事業期間］　令和5年度　～　令和6年度

今
年
度
の
内
容

活
　
動

目
　
標

補
正
理
由

　有機農業の生産から消費までを一貫して推進していくため実施計画の作成と試行的取組
の実施を行い、県下初のオーガニックビレッジ宣言を行います。
　（全国で55市町村宣言済み）

・有機農業に取り組む面積や取り組む農業者の増加。
　　面積　　Ｒ4　728ａ　⇒　Ｒ7　778ａ
　　農業者　Ｒ4　12名　⇒　Ｒ7　13名
・県下初のオーガニックビレッジ宣言の実施。

　県を通じて国に交付金の要望をしており、近々、国から内示決定が下りる見込みとなった
ため。

第２章 地域の特性を生かした活力あるまちづくり 第１節 活力を生むまちづくり 第１ 地域特性を生かした農林業の展開

(款) 6.農林水産業費 1.農業費 3.農業振興費 補正前予算 0千円

産業観光課　農業振興係 議案書 83ページ （増　減） 2,187千円

【一般会計】 事業区分 町自主事業

新規 有機農業産地づくり推進緊急対策事業 補正後予算 2,187千円
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令和５年度　補正予算主要施策

(項) (目)

補
正
理
由

事
業
全
体
の
概
要

0千円

議案書 84ページ (今回補正額) 21,276千円

(款) 補正前予算額

企画公室　政策調整係

第３章 安全で安心して暮らせるまちづくり 第３節 支え合うまちづくり 第４ コミュニティ活動の活性化

　地域の持続的発展のため町が策定した、集落ネットワーク圏計画及び過疎地域等集落ネット
ワーク圏形成支援事業実施計画に基づいた取組で、新城地域で行う地域活性化に資する事業
に対して補助金を交付します。

　［実施主体］　新城寄合会

　［事業期間］　令和5年度

【一般会計】 事業区分

補正後予算額

町自主事業

新規 過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業（新城生活圏）

6.農林水産業費 2.林業費
5.過疎地域等集落ネット
ワーク圏形成支援事業費

21,276千円

（１）関係・交流人口創出・移住推進
　　　○お試し住宅を活用した移住体験、空き家・農地のあっせんによる移住・就農の推進
（２）交流拠点整備
　　　○ＪＡ新城グリーン店跡を活用した交流拠点整備（直売スペース、キッズコーナー等）
（３）産業振興
　　　○地域農産物を活用した加工品開発、トマトのブランド化等
（４）全ての世代が暮らしやすい地域づくり
　　　○高齢の農業従事者が作った農作物の集荷・出荷支援、独居高齢者の見守り活動
（５）ＩＣＴを活用した農業の推進
　　　○ドローンによる農薬散布、ラジコン式草刈り機を活用した草刈り支援

・移住者数：4人
・新規就農者数：2人
・自家消費農家から販売農家への転換：10戸
・農家戸数の維持（現状40戸）

　国庫補助事業の要望が2月、内示が5月であるため。

活
　
動

目
　
標

今
年
度
の
内
容

財
　
源

過疎地域持続的発展支援交付金（国補助、21,276千円×10/10） 21,276千円

成
果

実
績

課
題
等

経
　
費

過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業補助金 21,276千円

（ 計 ） 21,276千円
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令和５年度　補正予算主要施策

(項) (目)

財
　
源

企業版ふるさと納税 500千円

（ 計 ） 500千円

成
果

実
績

課
題
等

経
　
費

食の熱中小学校推進事業補助金 500千円

事
業
全
体
の
概
要

　一般社団法人熱中学園が運営する「食の熱中小学校」の現地実習を、紀州かつらぎ熱中小学
校が受け入れるにあたり、必要となる経費に対して補助金を交付します。
　「食の熱中小学校」は、都市圏の食品メーカーや飲食関連に携わる方を対象に、食料問題や環
境問題に対する学びなおしやグリーンツーリズム等の現地体験の機会を提供し、食の消費地で
ある都市と生産地である地方をつなぐ取組です。この取組に参画し、2泊3日の現地体験を受け
入れることで、本町の農産品のPRや販路開拓、関係人口の創出に寄与します。

　［事業期間］　令和5年度　～

今
年
度
の
内
容

活
　
動

目
　
標
補
正
理
由

　現地体験受入回数：1回
　受入地区：新城地区（予定）

　［経費内訳］
　　①講師旅費等320千円　②事務消耗品等20千円　③郵送料等25千円
　　④委託料110千円　　　　⑤施設使用料5千円　　   ⑥備品購入費20千円

　受入人数：10人

　令和5年6月に「食の熱中小学校」が新規開設されることを受け、初年度から本取組に参
画し、本町の農産品のPRや販路開拓、関係人口の創出に寄与するため。

第２章 地域の特性を生かした活力あるまちづくり 第１節 活力を生むまちづくり 第２ 魅力ある商工業の振興

(款) 7.商工費 1.商工費 1.商工総務費 補正前予算 0千円

企画公室　地方創生係 議案書 85ページ （増　減） 500千円

【一般会計】 事業区分 町自主事業

新規 食の熱中小学校推進事業 補正後予算 500千円
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令和５年度　補正予算主要施策

(項) (目)

財
　
源

和歌山県学校安全特別対策事業補助金（県補助、1台当たり88千円） 704千円

一般財源 660千円

（ 計 ） 1,364千円

成
果

実
績

課
題
等

経
　
費

送迎バス車内置き去り防止安全装置設置業務委託料 1,364千円

事
業
全
体
の
概
要

　令和5年4月1日から、児童生徒の通学時等に自動車を運行する時は、乗降の際の所在確認の
義務化されました。
　車内の児童生徒の所在の見落としを防止するため、スクールバスに安全装置を設置します。

　[安全装置の設置］　スクールバス8台
　　　　　　　　　　　　　　　150,942円×1台＝150,942円
　　　　　　　　　　　　　　　173,162円×7台＝1,212,134円

　［県補助金］　1台当たり上限88千円

　［事業期間］　令和5年度

今
年
度
の
内
容

活
　
動

目
　
標

補
正
理
由

　送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のガイドラインに基づいた自動検知式の
安全装置を設置します。

　スクールバスに安全装置を設置し、登下校時の児童生徒の安全確保と保護者の安心を
確保します。

　学校保健安全法施行規則の一部を改正する省令により、バス送迎に当たっての安全管
理の徹底に係る規定が追加されたため。

第４章 豊かな人間性を育むまちづくり 第１節 子どもを守り育むまちづくり 第１ 教育環境の充実

(款) 10.教育費 1.教育総務費 3.教育諸費 補正前予算 0千円

教育総務課　総務係 議案書 90ページ （増　減） 1,364千円

【一般会計】 事業区分 町自主事業

新規 スクールバス車内置き去り防止安全装置設置事業 補正後予算 1,364千円
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